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日中韓情報通信標準化会議（CJK）第 45 回 IMT WG 会合が弘前で開催されました。 
 
1 日  程 ： 2016 年 5 月 16 日（月）～17 日（火） 
2 場  所 ： 青森県弘前市 
3 出席者 ：    各標準化機関のメンバーとして、ARIB から 10 名、CCSA（中国）から 10 名、

TTA（韓国）から 11 名が参加しました。 
 

4 会合の目的 ： 
CJK IMT WG 会合は、日中韓 3 ヶ国の標準化機関の ITU-R、APT 及び 3GPPs 等におけ

る IMT の国際標準化に対する取り組み等に関する情報・意見交換を行うことを目的として

います。 
 

5 主要結果 ： 
・ 本年 2 月から 3 月に開催された第 23 回

ITU-R SG5 Working Party 5D (WP 5D) 
会合の結果、並びに本年 2 月に開催された

APT Wireless Group (AWG )第 19 回会合

の結果に関して確認を行いました。 
・ 6 月に開催される第 24 回 WP5D 会合に向

けた各国の準備状況について情報共有を

行うとともに、共同寄与文書の提出について
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検討を進めることとしました。 
・ 現在活動中である SIG-Spectrum, SIG-Requirements 及び SIG-Evaluation の 3 つの

Special Interest Group のそれぞれについて、活動状況を確認するとともに今後の進め方に

ついて議論を行いました。 
 

6 次回会合のスケジュール ： 
次回会合は、8 月 2 日～3 日に中国・西寧市にて開催される予定です。 

 
 
 

 
5 月 17 日、一般社団法人日本 ITU 協会の主催、総務省、ARIB、TTC の後援で、「第 48

回世界情報社会・電気通信日のつどい」記念式典が新宿の京王プラザホテルで開催され、国

際的な標準化や協力分野で功績を遂げられた方々に「総務大臣賞」、「特別賞」、「特別功労賞」、

「功績賞」、「国際協力賞」、「国際活動奨励賞」が贈呈されました。 
今回、松下副大臣から NTT ドコモの橋本明氏に総務大臣賞が贈呈されたほか、小笠原理

事長から 41 名・3 グループに日本 ITU 協会賞が贈呈されました．。 
 

 
 
当会の関係では、次の方々が受賞されましたので、受賞理由を合わせて紹介します。 
 

 功績賞： 
・大村 好則 氏/KDDI 株式会社 /一般社団法人電波産業会 

2011 年から ITU-R SG5 会合及び同 WP5A 会合に日

本代表団の一員として参加し､広帯域無線LAN等の主

に日本提案に関するシステム関連の勧告化または改

訂の促進及び共用検討等の技術調査に貢献しました｡

また､3GPP2 の運営に役職者として参加し､環境変化

に対応した適切な改革を実施に貢献しました｡ 

ARIB 関係者が日本 ITU 協会から表彰される 

受賞された皆様               
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 国際協力賞： 
・丸山 芳樹 氏/一般社団法人電波産業会（DiBEG） 

日本方式を採用したチリ共和国において､JICA 専門家

として地上デジタル放送電波発射の実現やマスタープ

ラン策定等の支援を行い同国内での地上デジタル放送

の普及に大きく貢献しました｡また､ARIB/DiBEG アド

バイザーとして他の日本方式を採用又は採用を検討中

の国に対しても技術的な支援を行う等、我が国の国際協

力活動に多大に貢献しました｡ 
 
 

 国際活動奨励賞（国際協力賞分野）： 
・新採用国対応タスクフォース/一般社団法人電波産業会           

（DiBEG） 
我が国で開発された地上デジタル放送方式（ISDB-T）
の国際的な普及を推進する立場から､アジア及びアフリ

カ地域で新たに ISDB-T の採用を決定した国々に対して､

技術セミナーの開催や送受信技術規格の策定支援等を

通じて各国の放送分野の発展に寄与しました｡ 
 
 
 

・佐藤 信之 氏/日本放送協会（DiBEG） 
ウルグアイでの ISDB-T の導入にあたり､チャンネルプ

ラン検討の技術支援や電波測定技術などの指導に取り

組むとともに､大学講義などの活動を通じて ISDB-T 技

術者の育成に大きく貢献しました｡ 
 
 
 
 
 

・松岡 準志 氏/日本放送協会（DiBEG） 
SADC（南部アフリカ開発共同体）主催のデジタルテレ

ビ移行フォーラムや南部アフリカ放送局連合総会にて､

ISDB-T 採用を促進するプロモーション活動を行い､ア

フリカ初となるボツワナでの正式採用に繋げました｡ 
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5 月 18 日に、高度無線通信研究委員会 (委員長：早稲田大学 高畑文雄教授) の第 11 回総会が

開催されました。 
 
1 日 程： 2016 年 5 月 18 日（水） 午後 1 時から 3 時まで 
2 場 所：  東海大学校友会館 (東京都千代田区 霞が関ビル) 
3 出席者：  顧問、特別委員、委員(代理、議長委任含む) 49 名 

  部会関係者           6 名 
  事務局・その他関係者           19 名 
 

4 議事の概要： 
高畑文雄委員長および総務省総合通信基盤局電波部移動通信課 中沢淳一課長からご挨拶を頂

いた後、審議に入りました。 

・ 前 ITU-R Study Group 5 議長の橋本 明氏 (株式会社 NTT ドコモ ネットワーク部 標準

化カウンセラー) を本研究委員会の顧問に推挙する件について審議が行われました。全会一

致により承認され、委員長より顧問として委嘱されました。 

・ 高度無線通信研究委員会のモバイルパートナーシップ部会、標準化部会、ブロードバンド

ワイヤレスアクセス部会及びモバイルコマース部会の各部会の平成27年度の活動状況につ

いて報告がありました。 

・ 3GPP、oneM2M、OMA 及び ITU-R Working Party 5D (WP5D) における最近の検討状況

について報告がありました。 
 

5 今後の予定： 
第 12 回総会は、平成 29 年 5 月ごろ開催する予定です。 

 
 

 

高度無線通信研究委員会 第 11 回総会を開催 

総会の様子               挨拶される高畑委員長               
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第 240 回技術委員会（放送分野）を開催しましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

1 日時：平成 28 年 5 月 18 日（水）午後 3 時 30 分から午後 4 時 35 分まで  

2 場所：当会第 2 議室 

3 議事概要： 

(1)  第 20 回世界電気通信標準化協調会議 (GSC-20) について 

(2)  ARIB/DiBEG-SBTVD フォーラム意見交換会の報告について 

(3)  第 99 回規格会議の結果について 

(4)  電波の日記念講演会の開催について 

(5)  ARIB 標準規格等の提供のあり方について 

(6)  その他 

 

 

 

 

5 月 23 日（月） 電波の日記念講演会（明治記念館） 

5 月 23 日（月） 素材伝送開発部会 素材伝送用 HEVC コーデック評価 JTG 

5 月 24 日（火） 第 18 回 防災行政無線システム作業班 

5 月 25 日（水） 第 5 世代モバイル推進フォーラム WTP 5G ワークショップ 

 (東京ビッグサイト) 

5 月 27 日（金） 第 228 回 業務委員会 

5 月 27 日（金） 電磁環境委員会 企画・広報合同委員会 

 

 

 

 

参加を予定している会合はありません。 

 
  

今週の ARIB 内会合（5 月 23 日～5 月 27 日） 

今週の国際会合（5 月 23 日～5 月 27 日） 

第 240 回技術委員会（放送分野）を開催 
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総務省は、携帯電話等を無人航空機に搭載して使用することについて、既設の無線局等の運

用等に支障を与えない範囲で試験的な導入を行うため、電波法施行規則等の改正案を作成しま

した。 
その改正案について、平成 28 年 5 月 13 日（金）から同年 6 月 13 日（月）までの間、意見

募集しています。 
 
詳細については【平成 28 年 5 月 12 日の総務省報道資料】をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
総務省は、ロボットにおける電波利用の高度化及び特定小電力無線局の高度化に向けて、こ

れらの無線局の技術基準に係る制度整備を図るため、電波法関係省令等の改正案を作成しまし

た。 
その改正案について、平成 28 年 5 月 13 日（金）から同年 6 月 13 日（月）までの間、意見

募集しています。 
 
詳細については【平成 28 年 5 月 12 日の総務省報道資料】をご覧ください。 
 

 
事務局の芝山です。これまで ARIB NEWS の編集を担当させて頂きましたが、6 月 20 日を

もって ARIB を卒業することになりました。 
出来るだけ編集後記を書くように心がけてきたつもりですが、何を書いてよいのやら迷いな

がらの 7 年間でした。 
長い間、拙い記事をお読み頂きありがとうございました。     (編集子：bsj) 
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